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　且W ＿:　可縫性の向上は、衣服の仕上がりの良否を決める要因の一つとして多くの研究がなされてきた。

縫製時に針が布から受ける力を知ることもその中の一つで、従来から、針の軸方向の力に着目し、貫通力と

地糸切れの関係、貫通エネルギーと針温度との関係などが多数検討されてきている。ところでわれわれは、

本学会において、針の横振れと可縫性との関係を明らかにすることを目的として、針の横振れが針・布など

の縫製要因により種々変化することを発表してきた。しかし、そのメカニズムの解明と定量的評価には至っ

ていない。そこで、これらの間題を究明するための新たな、計測とデータ処理のシステムを構築し、系統的

に針の横振れと縫製要因との関係の定量的究明を行なっている。本報はその第１報で針の横振れの新しい評

価法について報告する。

　it測とデータ処理システム　：　針の横振れぱ針のたわみ力”として検出した。その針のたわみ力は針

の柄部分を一部切削加工して作られた平面部分の互いに直交する２方向に貼付したひずみゲージで検出し、

波形記録装置（オムニライト、日本電気三栄製）を介してパソコンに取り込み処理した。パソコンに取り込

まれた生データ（針のたわみ力）は、仮に針の糸穴で布から力を受けるものとして算出した。したがって、

針の貫通・引き抜きに伴って、布が針に力を及ぼす位置が順次変化するので、実際の針のたわみ力の大きさ

はその変化（モーメントアームの長さの変化）を考慮して算出した。ただし、布の針軸方向への変形は無視

できるものとして扱った。また、針の形状を簡単化することで計算により針の先端位置の動きを求めた。サ

ンプリング速度は200 μsで、本実験の最高速度である3,200 spmでは3.8°間隔でデータを取り込んだ。

　蛯果　：　縫製時に、針が横に振れる状況、すなわち針が布から受ける力と針先の動きを評価する方法を

確立できた。
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　awど､よ？゛‘卜丿の横振れの計測システムとデータ処理法について報告した。それに基づき本報では、
多数の縫製要因の中から針に着目し、特に針の固有の偏芯という基本的な量と針の横振れとの関係を実験的に調

査した結果を報告する。われわれは前に、市販の針と種々の布帛を用いた実験から、かなりのバラツキを有する

ものの、ある決まった方向に針が振れるとの知見を得ていた。その後の検討で、この現象は布帛によらないこと

から基本的には針の偏芯によるものであろうと推察するに至った。本報告は、この推察の実験的検証を目的とし

ている。市販の針はわずかに1/100 ｕオーダー程度の偏芯をしている。これは製造工程において許された量であ

るという。本来、実験針には市販品を用いるべきであるが、針の軸線に対する非対象的形状因子の影響を除くた

めに、軸対象の形状を有するモデル針（オルガン針製）を使用した。このモデル針は製造工程の途中から特別に

抜き取ったものである。また、一般の布帛に存在する構造因子が針の横振れに影響を及ぼすので、サブに布帛を

用い、主としては合成紙を用いた。

　m隻jfe注＿ :-①ミシン……工業用一本針本縫いミシン（J U K I　DDL-5580）、ミシン速度:200sp≪、針目
数:15針／3ciii、縫糸:使用せず、　②被縫製素材……合成紙（王子油化合成紙製、ユポ89.lgf/m^)、及び平織綿

布（80番ブロ―ド) 、③針……モデル針（オルガン針製、DB×1
#9の仕様で糸穴、長溝、えぐりのないもの）

　９三然讐:懸？-^. ″）偏之゛）”i: ^”‘i゛゛tt*>'゛呂長罵 i:゛品μ;fc^jEλ｡
したがって、針の偏芯が針の横振れを発生させていることは明かである。この偏芯が可縫性に及ぼす影響に関し

ては今後の課題として残し、ここでは言及していない。布帛を用いた場合にはバラツキ大きく、偏芯と力あるい

は動きとの対応がわずかに見られる程度である。これは、針の横振れに及ぼす布帛の構造因子が如何に大きいも

のであるかを示している。


